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○第10回ハーフセンチュリーラン終わる 
 第10回ハーフセンチュリーランが10月30日、行田サイクリングセンターを主会場にして開催された。 
 110人のエントリーがあり98人が出走した。心配された天気も久しぶりに終了まで安定しており、ゴー
ル時間がいつもより早く13時24分には全員がゴールし大会を終了した。今回も事故なく終了できたこと
はなによりであった。参加者ならびに役員の方お疲れさまでした。 
 

時間帯 人数 

～3：00 2 

3：01～10 9 

3：11～10 8 

3：21～30 17 

3：31～40 21 

3：41～50 12 

3：51～4：00 9 

4：01～10 10 

4：11～20 3 

4：21～30 0 

4：31～40 3 

4：41～50 4 
 

 
 

 

  

○ヒルクライム大会 
 第４回のヒルクライムが10月１日（土）丸山林道で開催された。 
台風の影響で道路陥没があり、自転車は通ることができたので予
定通り開催することができたが、役員は計測等があり、道路を迂
回してゴール地点に向かった。大会が終わってから道路工事が行
われ全面交通止めとなり、ひやひやしながらの大会であった。 
 ＜敬称略＞ 
１位 中村 正壽 36分21秒 
２位 田中 英貴 41分25秒 
３位 清水 利明 41分40秒 
４位 高橋  一 43分07秒 
５位 戸井田博之 48分00秒 
６位 松本 一成 48分34秒                    ヒルクライム大会：丸山林道 
 （距離11ｋｍ、標高差650ｍ）                     
 



○カーフリーデー22001111（（スマイルバイシクルツアー） 
  ９月16日、さいたま市の主催によるイベントが大宮西口、鐘塚公

園で開催され、協会から役員として15名が参加し、市民と見沼サイ

クリングを楽しんだ。 

 この大会は自動車に頼らず身近な交通手段（バス、電車、自転

車）を利用して、Co2の削減に努めようという趣旨で開催されたもの

で、バイシクルツアーの他に電動自転車をはじめ環境に優しい乗り

物の展示や試乗が行われた。また大宮駅付近が自動車進入禁止にな

り、自動車は近場の駐車場に預けそこからシャトルバスで駅付近ま

で輸送するシステムの試行も行われた。 
 

○ブロックラリー終わる 
 第47回関東甲信越ブロックラリーが栃木県、益子町を主会場とし

て開催された。当日は天気に恵まれ市内めぐりを含め３コースに参

加者は挑戦した。埼玉からは10名が参加し各々のコースを堪能した。

風評被害がでていた栃木の大会であったが参加者には大変好評だっ

た。埼玉県は50回大会の主管が予定されている。 

 
○新春サイクリング 
 恒例の新春サイクリングを開催します。新年の走り始めですの
で多くの方の参加をお待ちしています。 
 日 時 平成24年１月15日 ９時30分 
集 合 埼玉県浦和合同庁舎（県協会事務局） 

 コース 見沼方面 20km程度 
 

○埼玉サイクリングフェスティバル盛大に開催 

 第２回埼玉サイクリングフェスティバルが10月16日、上尾運動公

園を主会場として開催され、サイクリング愛好家1,000人（50kmコ

ース800人、30kmコース200人）が秋晴れの一日を過ごした。 

 8:30から総合開会式、9:00から25人ずつスタートした。運動公園

から県道への出口で渋滞を起し、30kmコースのスタートがずれ込む

こともあったが10:28には全員スタートし、指定コースを走り武蔵

野路を堪能した。 

 途中６か所のエイドポイントが設けられ、地元の特産のＢ級グル

メが振る舞われた。12:10にはトップグループがゴール、その後

次々にゴールし、14:40に最終ゴール者があった。 

 上田知事は第一ポイントまで、鶴見真吾氏は50kmを完走し大会を

盛り上げた。 
 協会からは30名がリーダー、サブリーダーとして活躍した。自転車環境の推進を進める埼玉県の意気込みが
垣間見られた大会であった。 
 

＜事務局だより＞ 

□常任理事会 

 12月10日（土）18:00～ 協会事務局 

□協会理事長の渡邊氏が「生涯スポーツ功労賞」を文部科学大臣から受賞しました。長年のサイクリング活動

が認められたことは勿論ですが、サイクリングが認知されたのも大きな成果です。 

《編集後記》 

 自転車をめぐる環境が少しずつ良くなってきた。しかし、自転車事故に対する死亡者では、埼玉県はワース

ト２を保ったまま。最近はスポーツ車に乗った暴走族や、ピスト族が多く見受けられるになった。高齢者や中

高年・子どもの安全教育の推進もさることながら、これらの無法者をいかに教育していくかが問題だ。この数

日マスコミで違法自転車に対する報道がなされ、自転車乗りがみんな悪いように受け止められていることは本

当に残念なことだ。協会会員は節度を持って行動してもらいたいし、正しい自転車の乗り方をぜひ指導して欲

しい。車道走行を義務づける前に、明確な自転車レーンの設置が望まれる。 


